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但馬２市２町との定住自立圏の
　形成に関する協定の一部変更など
� 46件を慎重審議！

補
正
予
算

報
　
告

但馬２市２町との定住自立圏の
　形成に関する協定の一部変更など
� 46件を慎重審議！

　
今
期
定
例
会
に
は
、
一
般
会

計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の

11
会
計
の
補
正
予
算
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計

補
正
予
算
の
可
決
に
あ
た
り
、

各
委
員
会
か
ら
次
の
意
見
が
付

さ
れ
ま
し
た
。

予
算
決
算
委
員
会
の
付
帯
意
見

①
本
年
8
月
に
施
行
さ
れ
た
豊

岡
市
参
与
の
設
置
に
関
す
る
要

綱
に
基
づ
く
市
参
与
の
報
酬
お

よ
び
費
用
弁
償
に
つ
い
て
の
補

正
で
あ
る
。

　

市
参
与
に
つ
い
て
は
、
市
民

か
ら
も
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

職
務
内
容
を
よ
り
明
確
に
す
る

と
と
も
に
、期
間
の
限
定
な
ど
計

画
的
な
運
用
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②
環
境
政
策
推
進
費
中
、
エ
コ

ハ
ウ
ス
管
理
費
に
つ
い
て
、
全

額
国
の
補
助
金
で
平
成
22
年
に

建
設
さ
れ
、
管
理
は
民
間
に
委

託
さ
れ
て
き
た
。
近
年
見
学
者

が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
の
中
で

活
用
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

本
来
の
建
築
目
的
も
あ
る
が
、

広
く
市
民
の
意
見
を
求
め
る
な

ど
考
慮
さ
れ
た
い
。

文
教
民
生
委
員
会
の
付
帯
意
見

　

豊
岡
市
老
人
福
祉
計
画・第
7

期
介
護
保
険
計
画
が
策
定
さ
れ

る
予
定
だ
が
、現
在
進
め
ら
れ
て

い
る
日
高
地
域
に
お
け
る
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
密
接

に
関
連
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

計
画
の
策
定
や
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
あ
た
っ
て
は
、
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
市
民
側
の
意
向
を

十
分
に
把
握
し
、
適
切
な
計
画

策
定
に
留
意
さ
れ
た
い
。

専
決
処
分
し
た
も
の
の
承
認

29
年
度
豊
岡
市
一
般
会
計
補
正

予
算

　

台
風
5
号
に
係
る
災
害
対
策

経
費
に
つ
い
て
専
決
処
分
し
た

も
の
。

放
棄
し
た
債
権
の
報
告

　

一
般
会
計
お
よ
び
水
道
事
業

会
計
に
つ
い
て
債
権
放
棄
を

行
っ
た
も
の
。

28
年
度
決
算
に
係
る
健
全
化
判
断

比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

　

健
全
化
判
断
比
率
は
、い
ず
れ

も
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ

て
お
り
、ま
た
、い
ず
れ
の
会
計

も
資
金
不
足
は
生
じ
て
い
な
い
。

9月定例会

・市参与の設置� 115万5千円

・港地区コミュニティセンターの
　避難所としての機能強化� 1,800万円

・城崎ボート関連発艇台用浮桟橋購入
� 300万円

・住基システムの改修（マイナンバー
　カード等への旧氏記載）� 756万6千円

・但東歯科診療所整備� 180万円

・コウノトリ豊岡寄付金の推進
� 1,856万7千円

・外国人観光客案内サイン設置
� 335万7千円

【一般会計補正予算の主な事業】

多くの傍聴があった今期4年間の最終議会

一
般
会
計
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
（
事
業
勘
定
）
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本会議での賛否を公開します。掲載のない議案は全会一致で可決されました。

審議結果に賛成は○、反対は×。棄権、除斥等は「―」。議長は採決に加わらないので「／」で表示しています。

意見が分かれた議案の賛否一覧表

議  員  名
議  案  名  等

青
山
　
憲
司

浅
田
　
　
徹

伊
賀
　
　
央

井
垣
　
文
博

伊
藤
　
　
仁

井
上
　
正
治

上
田
　
伴
子

上
田
　
倫
久

奥
村
　
忠
俊

関
貫
久
仁
郎

木
谷
　
敏
勝

嶋
﨑
　
宏
之

竹
中
　
　
理

田
中
藤
一
郎

椿
野
　
仁
司

西
田
　
　
真

野
口
　
逸
敏

広
川
　
善
徳

福
田
　
嗣
久

升
田
　
勝
義

松
井
　
正
志

村
岡
　
峰
男

審
議
結
果

第119号議案�平成28年度豊岡市一般会計
歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ × 認

定
第120号議案�平成28年度豊岡市国民健康
保険事業特別会計（事業勘定）歳入歳出
決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ × 認
定

第4期豊岡市議会議員（議場にて）

専
決
処
分
し
た
も
の
の
報
告

・
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
も

の
3
件
を
了
承

総
務
委
員
会

　

市
役
所
北
駐
車
場
に
お
い
て
、

駐
車
場
内
の
車
止
め
を
固
定

す
る
鉄
筋
杭
が
緩
ん
で
突
起

し
て
い
た
た
め
、
利
用
者
で

あ
る
相
手
方
車
両
の
バ
ン

パ
ー
と
接
触
し
、
損
害
を
与

え
た
物
損
事
故
に
関
す
る
損

害
賠
償
10
万
6
8
9
9
円
。

付
帯
意
見

　

市
有
お
よ
び
管
理
す
べ
き
物

件
に
つ
い
て
は
、
常
日
頃
か

ら
各
物
件
の
状
況
の
把
握
を

行
い
、
必
要
に
応
じ
て
補
修

等
、
適
切
な
維
持
・
管
理
に

努
め
、
再
発
防
止
に
最
善
を

期
さ
れ
た
い
。

文
教
民
生
委
員
会

　

高
年
介
護
課
職
員
が
、
相
手

方
隣
宅
へ
介
護
認
定
調
査
に

訪
問
し
た
際
、
同
駐
車
場
の

ブ
ロ
ッ
ク
の
載
っ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
箱
に
接
触
し
、
隣

接
す
る
相
手
方
宅
の
駐
車
場

の
ブ
ロ
ッ
ク
壁
を
損
傷
さ
せ

た
物
損
事
故
に
関
す
る
損
害

賠
償
7
万
2
3
6
0
円
。

建
設
経
済
委
員
会

　

相
手
方
が
城
崎
町
湯
島
の
市

道
湯
の
元
神か
ん

主ぬ
し

谷だ
に

線
に
設

置
さ
れ
て
い
る
防
護
柵
の

チ
ェ
ー
ン
に
腰
を
か
け
た
と

こ
ろ
、
防
護
柵
支
柱
に
固
定

し
て
あ
っ
た
チ
ェ
ー
ン
が
外

れ
、
約
2
m
下
の
大お
お

谿た
に

川
に

転
落
し
、
右
上
腕
部
を
打
撲

さ
せ
た
人
身
事
故
に
関
す
る

損
害
賠
償
7
9
6
0
円
。

付
帯
意
見

　

集
団
登
校
す
る
児
童
が
集
合

す
る
場
所
に
お
い
て
、
発
生

し
た
事
故
で
あ
る
。
歩
道
か

ら
の
転
落
防
止
の
防
護
柵
は

観
光
客
、
住
民
を
問
わ
ず
安

全
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

安
全
点
検
を
定
期
的
に
行

い
、
安
全
性
向
上
の
検
討
を

求
め
る
。


